
入学志願者の確保方策について

１．入学志願状況

・志願者数増減状況

・入学者の出身地域

・愛媛県内受験人口増減推計

・入学生の状況

２．広報活動

・平成１６年度入試広報実施状況

・平成１７年度入試広報実施状況

入学志願者の確保方策について

志願者数増減状況（平成１３－１７年度）

 学力
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学力
(男)
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(男)
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学力
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推薦(男)
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推薦(男)

推薦(女)
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志願者数増減状況（平成１３－１７年度）

302

262

350
325

368

0

200

400

H13 H14 H15 H16 H17

（１．８倍）
（１．８倍）

（１．６倍）

（１．３倍）

（１．５倍）

平成１３→Ｈ１７年度 志願者６６名（１８％）減

＜入学定員＝２００人＞

（人）

過去５年間の志願者増減傾向

平成１３年度から平成１７年度の志願者数を比較した結果

●志願者の増減は，「学力試験を志願する男子の数」と相関する。

●全体の志願者数は隔年で上下しながら，低減傾向を示す。

●平成１３→Ｈ１７年度 志願者６６名（１８％）減少。

西条市近郊

9%

県内

27%

県外

7%
新居浜市内

44%

四国中央

市近郊13%

入学者の出身地域

県内
35%

県外
5%

西条市近郊
9%

新居浜市内
38%

四国中央市
近郊　13%

平成１７年度入学生平成１７年度入学生

平成１６年度入学生平成１６年度入学生
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男

男

男 男

男

女

女
女 女

女
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13,687

14,31514,36914,184

5000

6500

8000

H１７．４ H１８ H２０ H２２ H２４

5,000

9,000

13,000

17,000
計１,１３５減

（平成１７－２４年）

愛媛県内受験人口増減推計
（平成１７－２４年）

男＋女

（人）

（人）
※男＋女

Ｈ１７

愛媛県下地域別生徒数増減予測（５年）

平成２４年度入試対象年齢の生徒数を，平成１８年度と比較した結果

●八幡浜２０％（３８０人），宇和島地区１５％（２２０人）の減少が顕著。

●地元西条地区は７％（２５０人），松山地区は４％（２７０人）の減少。

●１５才人口の減少傾向から現状以上のＰＲ活動が必要。

●生徒数の多い松山地区からの受験生確保が必要（有効）。

新居浜高専の在校生や卒業生の知人の有無

平成１７年度入学生平成１７年度入学生

平成１６年度入学生平成１６年度入学生
いない

38%

親族
10%

保護者
3%

兄弟・姉妹
10%

クラブ活動
の先輩等

36%

いない
38%

親族
11%

保護者
2%

兄弟・姉妹
11%

クラブ活動
の先輩等

38%

入学生の状況

新居浜高専の受験を考えたきっかけ

入学生の状況

2.5%2.6%6.8%その他

4.6%4.5%3.8%オープンスクールに参加して

10.9%9.0%6.3%ホームページを見て

8.4%7.1%6.5%中学校の先生の紹介で

6.8%13.0%11.1%中学校での説明会に参加して

17.2%16.5%18.5%本校の体験学習に参加して

21.0%21.3%18.2%パンフレットを読んで

28.6%26.0%28.8%保護者や知人の紹介

H17Ｈ16Ｈ15

新居浜高専は，未来を切り拓く知恵と行動力を持った信頼される技
術者の養成を目指しており，次のような中学生を求めています。

＜全学科共通＞

○数学や理科が好きで，将来技術者になりたいと考えている人

○自分の夢を持ち，可能性を信じてチャレンジできる人

○物を作ったり，実験したりすることが好きな人

○目標に向かって絶えず工夫し，着実に努力できる人

○ルールや約束を守り，仲間と一緒に活動できる思いやりのある人

新居浜高専が求める中学生像

（アドミッションポリシー）

新居浜高専を選んだ理由

４．教育内容や設備が良いと思った。

５．その他

６．進学に有利だと思った。

平成１７年度入学生平成１７年度入学生

平成１６年度入学生平成１６年度入学生

１．就職に有利だと思った。

２．工学・ものづくりに興
味がある。

３．規則がゆるやかだから。
14%

21%

28%

12%

10%

8%
7%

５．その他

６．進学に有利だと思った。

７．先生や保護者に勧められたから。

４．規則がゆるやかだから。

１．工学・ものづくりに興
味がある。

２．就職に有利だと思った。

３．教育内容や設備が良い
と思った。

7%
8%

10%

12%

24%

24%

17%

７．先生や保護者に勧められたから。

入学生の状況
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卒業後の進路希望

入学生の状況

30.2%28.0%19.9%未 定

1.4%2.9%3.9%専門学校等

7.1%11.6%12.6%専攻科への進学

16.5%19.3%19.4%大学への編入

44.8%38.2%44.2%就 職

H17Ｈ16Ｈ15

入学生の状況

１．在校生や卒業生の知人としては，クラブの先輩や兄弟
姉妹が４割，いない者が４割である。

２．新居浜高専の受験を考えたきっかけとしては，保護者や知
人の勧めからが多い。また、ホームページを参考とするケー
スが増加してきている。

３．新居浜高専を選んだ理由は「就職に有利」が多く，また，
「規則がゆるやか」が増加している。

４．卒業後の進路としては，「未定」と回答する学生が増加して
おり，中学生の段階で進路決定することが難しくなってきて
いると思われる。（よりわかり易いＰＲが必要）

平成１６年度入試広報実施状況

○主な広報活動
・中学校訪問の実施

・進路説明会(中学校主催)への講師派遣

・夏季体験学習の実施

・学校見学会の実施

・公開授業の実施

○広報媒体の整備
・ホームページの整備

・中学生向けの広報誌「はばたけ！未来へ」の作成

・学校案内ＣＤの作成・配布

・学生募集ポスターの作成・配布

・学生募集要項の作成・配布

＜平成１６年度＞
●目 的

入試広報誌の配布，学校案内，入試状況等の説明，出身在校生についての報
告を行い，併せて情報収集を行う。
●範 囲

愛媛県全中学校１５６校，香川県１３校，徳島県２１校を訪問又は資料送付。
その他，岡山県２７校，広島県４２校を訪問
●時 期

７月を中心に実施。
●配布資料
・入試広報誌「はばたけ！未来へ」 ３年生全員
・学生募集ポスター クラス掲示
・学校案内 進路指導教諭用

＜平成１７年度改善点＞
・訪問範囲を見直して、松山地区、池田地区などを重点化した。
・岡山、広島県は、昨年度訪問しなかった地域を訪問した。
愛媛県全中学校８４校，香川県１１校，徳島県１６校を訪問又は資料送付。その他，岡山
県１８校，広島県１３校を訪問。

主な広報活動

中 学 校 訪 問

＜平成１６年度＞
●目 的
愛媛県内の中学校からの要請に基づき，教職員を派遣し，１５
分程度で，本校の教育理念，教育方針，特色などを説明する。
●範 囲
愛媛県内を中心に３９校に派遣した。
●時 期
主に９月～１１月に実施した。

＜平成１７年度改善点＞
手軽に配布できるパンフレットとして「入試広報誌のダイジェスト版」を
作成した。（１０月１２日現在で１０校実施済。１１月末までに，更に２６
校を予定している。）

主な広報活動

進路説明会(中学校主催)への講師派遣

＜平成１６年度＞
●目 的
中学生（保護者及び中学校教員）を対象に，本校の施設を利
用して「ものづくり」や「科学の不思議」について体験して
もらった。この体験を通して高専に対する理解を促すととも
に，進路決定の参考としてもらう。
●範 囲
愛媛県内外の６７校から５５５名が参加した。
●時 期
８月３日（火）～８月４月（木）に実施した。

＜平成１７年度改善点＞
７月２９日（金）～７月３０日（土）に保護者や引率教員との懇談会を
新たに設定して実施した。（愛媛県内外の７０校から５５８名が参加
した。（前年度より３校増））

主な広報活動

夏 季 体 験 学 習
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●機械工学科

●電気情報工学科

●電子制御工学科

主な広報活動－平成１６年度 夏 季 体 験 学 習

●生物応用化学科

●材料工学科

●数理科

＜平成１６年度＞
●目 的
中学生とその保護者を対象に，本校の教育目標や内容，各学
科の施設・施設設備等を分かりやすく紹介する。
●範 囲
愛媛県内外の３６校から中学生１２１名，保護者５５名，
引率教員５名が参加した。
●時 期
９月１１日（土）に実施した。
●学校案内ビデオ上映，校内施設・設備見学（全学コース），
質疑応答を午前・午後の部に分けて実施した。

＜平成１７年度改善点＞
９月１０日（土）に校内施設･設備見学に全学コースと学科別コー

スを設定して実施した。松山市への送迎を試行した。（愛媛県内外
の３８校から中学生１２６名，保護者５５名，引率教員８名、計１８９
名が参加した。（若干増））

主な広報活動

学 校 見 学 会

＜平成１６年度＞
●目 的
本校の講義や実験などを保護者及び中学校の教員に公開し，
学生の学習の様子や本校の教育について理解してもらう。

●時 期
平成１６年１１月７日（日）に火曜日の授業を実施した。

●公開授業以外に，学生相談，校長との懇談を設定して，各
種相談，質問などの機会を設けた。

＜平成１７年度改善点＞
新居浜市内中学校との相互参観を行い、授業改善の機会とし
ても利用する。 （１０月２２日（土）実施予定）

主な広報活動

公 開 授 業
平成１７年度入試広報実施状況

・中学校訪問の実施

・進路説明会(中学校主催)への講師派遣

・夏季体験学習の実施

・学校見学会の実施

・公開授業の実施（１０月２２日（土）に実施予定）

・訪問範囲を見直して、松山地区、池田地区などを重点化した。
・岡山、広島県は、昨年度訪問しなかった地域を訪問した。

・新たにパンフレット（入試広報誌ダイジェスト）を作成した。

・保護者や引率教員との懇談会を新たに設定した。

・校内施設･設備見学に全学コースと学科別コースを設定した。
・松山市への送迎を実施した。

・中学生ものづくりフェスタin松山の実施

松山市内の中学生を対象とした、ものづくり教室を中心とした広報イベント
を愛媛大学の協力を得て実施した。

●目 的
県内最大の生徒数を有する松山市近郊での，新たな志願者の掘り起こし
と高専の認知度を上げることを目的として，初めて実施した。

●概 要
松山市近郊の中学生を対象に，例年本校で実施している夏季体験学習の
縮小版（テーマを２～３に絞ったもの）である「ものづくり教室」に，「入試説
明会」，「高専紹介コーナー」を組み合わせたイベント。実施にあたり愛媛
大学工学部の協力を得た。

●日 時
８月２６日（金） ９：３０～１６：００

●場 所
愛媛大学総合研究棟２（１階）

●参加状況
小中学生３８名とその家族の参加があった。

主な広報活動－平成１７年度

ものづくりフェスタin松山

実施に先立って，教職員
が松山市内の中学校を訪
問し，ポスターと実施要
項を配布し参加を呼びか
けた。

↓

「中学校訪問」「ものづ
くりフェスタ広報」「学
校見学会広報」を兼ねて
行った。

主な広報活動－平成１７年度

ものづくりフェスタ
in松山
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広報媒体

ホー ムページ

広報媒体

ホー ムページ

広報媒体

ホー ムページ

広報媒体

ホー ムページ

広報媒体

ホー ムページ
広報媒体

入試広報誌「はばたけ未来へ！」

２５,０００部を愛媛県
の全中学校と香川県、
徳島県、高知県、岡
山県、広島県の一部
の中学校に配布

（中学３年生に一人１冊配布）

- 11 -



広報媒体

学生募集ポスター

・中学校訪問の際に

配布又は送付する。

・教室や職員室に掲

示してもらうことを

目的とする。

・本校の入試日程を

掲載。

広報媒体

学生募集要項

愛媛県の全中学校と
香川県、徳島県、高
知県、岡山県、広島
県の一部の中学校、
塾、報道機関に送付
（１,１００部を作成）

広報媒体

学校案内ＣＤ

平成１６年度に作成
し中学校での説明会
で使用した。

平成１７年度は内容
を一部更新した。

志願者確保の課題

１．各広報活動の分析・評価が充分でなく，効率的に行われていない。

２．中学３年生を対象とした広報活動が多く，保護者や中学２年生以下に対

する広報が不十分である。

３．中学校との連携が悪く，高専の特色を十分に生徒に伝えてもらえていない。

（中学校の先生に高専を十分理解してもらえていない。）

４．間接的な広報として，留年者や進路変更者の減少を実現するなど入学後

の学生の満足度をあげる。あるいは，進路先の開拓を行うなどの取組み

に充分注力できていない。
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